
エピペンを 

太もも前外側 

の筋肉に注射 

F 食物アレルギー対応マニュアル 
 

対応の流れと役割分担 
  
 
 

          
 

 

 

 
 
 

 
                      ★「大丈夫」「打たないで」等の子供の 

言葉に惑わされない、ためらわない 
★迷ったら、打つ！ 
 
 
 

             ５分ごとに症状を確認し、目を離さない 

心肺停止状態 
になったら蘇生 

・アナフィラキシーショックの可能性を

考える 

・献立にアレルゲンはないか 

・患児から目を離さない 

・安静にさせる 立たせない！ 

 歩かせない！ 

・症状が強ければ、その場で即対応！ 

 ・ 

よくある訴え 

「気持ちが悪い」 

「のどがヘン」 

「お腹が痛い」 

「息が苦しい」 

「かゆい」 

 

校長・副校長 

   ●現場のリーダーとなる 

   ●対応について指示判断 

   ●現場で救急隊員対応 

119 通報 ●近くの教職員を呼ぶ→集まった教職員へ指示する 

●患児の足を高くして寝かせる 

担任 

３人以上の教職員で対応 

準備 観察・記録
気 

連絡 

●管理職・養護教諭を呼ぶ 

●救急車を要請１１９ 

●保護者に連絡 

●救急車到着後の誘導 

 

患児の足を高くして寝か

せる 

●記録用紙に従って記録 

●観察開始、ｴﾋﾟﾍﾟﾝ使用時刻 

●児童の様子の変化を救急

隊員に報告 

 

●AED 

●携帯電話 

●緊急セット 

児童管理 

●他の児童を落ち着かせる 

●空き教室へ移動させる 

アナフィラキシー発症 

から５分以内に判断！ 
 

エピペンを打ったら必ず 救急車を呼ぶ 

ぐったり、意識もうろうの場合 

あお向けで足を高くする 

吐き気、嘔吐がある場合 

からだと顔を横に向ける 

子供に異変？ 
 


